
二
七

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

谷
崎
潤
一
郎
は
自
分
の
先
祖
は
近
江
か
ら
き
た
と
語
っ
て
お
り
、
今
日
で
は
そ

れ
が
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
、
中
央
公
論
新
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
決
定
版
﹃
谷
崎
潤
一
郎
全
集
﹄
の
最
終
配
本
の
第
二
十
六
巻
に
谷
崎
の
年
譜
の

執
筆
の
た
め
に
調
査
を
し
た
結
果
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
鵜
の
み
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
そ
の
い
き
さ
つ
を
記
し
、
今
後
の
研
究
課
題
と

す
べ
く
調
査
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
に
提
示
し
て
お
き
た
い
。

谷
崎
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
八
月
号
の
「
文
藝
春
秋
」
に
「
私
の
姓
の
こ

と
」（
原
題
「「
谷
崎
」
氏
と
蒲
生
氏
郷
」）
を
発
表
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
時
分

に
読
ん
だ
「
太
閤
記
」
に
谷
崎
忠
右
衛
門
の
名
を
見
つ
け
、「
近
江
蒲
生
郡
誌
」

に
も
蒲
生
氏
郷
の
臣
と
し
て
谷
崎
忠
右
衛
門
の
名
前
を
見
出
し
て
、
自
分
の
先
祖

と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
空
想
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
一
節
を
記
し
て
い
る
。

実
は
お
寺
の
過
去
帳
を
調
べ
れ
ば
、
谷
崎
家
に
就
い
て
も
い
つ
頃
江
戸
へ
移

住
し
た
か
ぐ
ら
ゐ
の
こ
と
は
分
る
だ
ら
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
こ
れ
も
無
精
で

い
ま
だ
に
果
た
さ
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
た
だ
祖
父
が
語
つ
た
言
葉
と
し
て
母

か
ら
聞
い
た
の
に
、
祖
父
か
ら
三
四
代
、
或
ひ
は
五
六
代
前
に
、
私
の
先
祖

は
近
江
か
ら
来
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
此
の
言
ひ
伝
へ
は
恐
ら
く
誤
ま

つ
て
は
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
。
私
の
血
統
は
父
方
も
母
方
も
、
三
四
代
純
粋
の

江
戸
ツ
児
で
あ
る
が
、
江
戸
ツ
児
の
多
く
は
、
近
江
、
伊
勢
、
三
河
の
国
の

出
身
で
あ
る
か
ら
、
私
の
家
も
多
分
は
江
州
商
人
の
子
孫
で
あ
る
と
考
へ
て

間
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
ま
で
谷
崎
家
の
先
祖
に
関
し
て
は
、
こ
の
谷
崎
の
言
を
そ
の
ま
ま
に
信
じ

て
、
谷
崎
家
の
先
祖
は
数
代
前
に
近
江
か
ら
江
戸
へ
移
住
し
た
と
語
ら
れ
つ
づ
け

て
き
た
。
谷
崎
の
最
初
の
本
格
的
な
伝
記
で
あ
る
野
村
尚
吾
﹃
伝
記
谷
崎
潤
一
郎
﹄

早
稲
田
大
学　

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院　

学
術
研
究
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
六
十
五
号　

二
七
―
四
〇
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か

―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―

千
葉
　
俊
二



二
八

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

（
六
興
出
版
、
一
九
七
二
年
、
改
訂
新
版
、
一
九
七
四
年
）
か
ら
、
最
新
の
小
谷

野
敦
の
﹃
谷
崎
潤
一
郎
伝　

堂
々
た
る
人
生
﹄（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年
）

に
い
た
る
ま
で
、
谷
崎
の
先
祖
に
関
し
て
は
「
私
の
姓
の
こ
と
」
の
こ
の
一
節
を

ふ
ま
え
る
か
た
ち
で
記
述
さ
れ
て
き
た
。
が
、
谷
崎
家
の
近
江
か
ら
の
移
住
説
は
、

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
あ
や
し
く
な
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
続
出
す
る
。

谷
崎
家
の
先
祖
に
つ
い
て
調
査
す
る
う
え
で
、
先
ず
見
逃
せ
な
い
第
一
級
の
資

料
は
石
川
悌
二
「
谷
崎
潤
一
郎
の
生
い
立
ち
」（﹃
近
代
作
家
の
基
礎
的
研
究
﹄
所

収
、
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
で
あ
る
。
石
川
悌
二
は
東
京
都
公
文
書
館
の
主

任
調
査
員
で
あ
っ
た
が
、
東
京
都
公
文
書
館
に
保
存
さ
せ
て
い
る
古
文
書
の
な
か

か
ら
貴
重
な
新
資
料
を
発
掘
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
家
の
伝
記
研
究
の
た
め
の

基
礎
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
、
新
事
実
を
次
々
に
究
明
す
る
実
証
的
な
業
績
で
文

学
研
究
に
も
大
き
な
貢
献
を
は
た
し
た
。「
谷
崎
潤
一
郎
の
生
い
立
ち
」
も
、
そ

の
点
で
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
超
一
級
の
貴
重
な
参
考
文
献
で
あ
る
。

谷
崎
家
の
戸
籍
の
原
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
祖
父
久
右

衛
門
の
戸
籍
の
写
し
が
ふ
し
ぎ
な
偶
然
に
よ
っ
て
東
京
府
公
文
書
の
う
ち
に
残
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
明
治
二
十
六
年
に
久
右
衛
門
の
一
番
末
の
息
子
で
、
潤

一
郎
の
叔
父
に
あ
た
る
、
長
谷
川
家
に
養
子
に
出
さ
れ
た
清
三
郎
が
、
亡
父
の
戸

籍
を
毀
損
さ
せ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
て
、
そ
の
始
末
書
の
作
成
の
た
め
に
久
右

衛
門
の
戸
籍
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
久
右
衛
門
の

戸
籍
の
写
し
に
よ
っ
て
、
谷
崎
の
生
い
立
ち
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

清
三
郎
は
明
治
九
年
九
月
生
ま
れ
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
件
が
あ
っ
た
と
き
は

数
え
年
十
八
歳
だ
っ
た
が
、
明
治
二
十
六
年
九
月
十
一
日
付
の
清
三
郎
と
後
見
人

の
谷
崎
久
右
衛
門
（
二
代
目
）
と
の
連
名
で
提
出
し
た
「
始
末
書
」
に
は
、「
谷

崎
久
右
衛
門
戸
籍
一
覧
ヲ
願
候
義
ハ
、
谷
崎
家
ハ
小
生
ノ
実
家
ニ
テ
、
当
主
久
右

衛
門
ハ
実
兄
且
私
ノ
後
見
人
ナ
レ
バ
、
実
家
ノ
戸
籍
面
如
何
相
成
居
ル
ヤ
一
見
致

度
ニ
依
リ
願
出
候
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
始
末
書
」
に
よ
る
と
、
清
三
郎
は

八
月
二
十
九
日
に
戸
籍
の
一
覧
を
願
い
出
て
、
そ
の
折
に
「
下
部
綴
目
ノ
処
折
込

ア
ル
皺
ヲ
延
サ
ン
ト
シ
テ
誤
テ
破
損
」
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ま
た
清
三
郎
は

そ
の
と
き
長
谷
川
三
郎
の
名
前
で
願
い
出
た
が
、
そ
れ
は
迂
闊
に
「
清
」
の
字
を

書
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
偽
名
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

そ
の
と
き
は
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
申
し
出
な
け
れ
ば
後
日
に

お
叱
り
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
思
い
、
九
月
一
日
に
再
び
一
覧
を
願
い

出
で
、
そ
の
こ
と
を
申
し
出
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
折
に
は
戸
籍
の
一
覧

簿
に
記
入
し
た
「
清
三
郎
」
の
「
清
」
の
字
が
不
分
明
で
訂
正
す
る
よ
う
に
係
員

に
い
わ
れ
、
一
覧
簿
の
記
入
を
塗
擦
し
て
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
て
し
ま
っ
た
。
清
三

郎
は
自
分
の
名
前
の
「
清
」
の
字
を
ち
ゃ
ん
と
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
養
子
に
出
さ
れ
た
長
谷
川
家
の
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
大

体
の
見
当
が
つ
く
と
い
う
も
の
だ
が
、
結
局
、
こ
の
と
き
は
「
故
意
ニ
出
デ
タ

ル
所
為
ト
モ
難
レ
認
、
且
ツ
本
人
義
ハ
丁
年
未
満
ニ
シ
テ
平
素
ノ
行
状
等
不
正
之

義
モ
無
レ
之
趣
ニ
付
、
本
件
ハ
此
儘
不
問
ニ
付
」（「
戸
籍
毀
損
ニ
付
改
写
ノ
伺
」）

さ
れ
、
戸
籍
の
改
写
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

先
の
「
始
末
書
」
に
は
、
清
三
郎
の
住
所
と
し
て
「
深
川
区
西
元
町
八
番
地　

谷
崎
久
右
衛
門
支
店
止
宿
／
南
葛
飾
郡
寺
島
村
六
拾
二
番
地
」
と
記
さ
れ
、
清
三



二
九

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

郎
の
素
行
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
深
川
警
察
署
勤
務
の
巡
査
の
「
復
命
書
」
に
は
、

「
本
年
八
月
中
ハ
右
肩
書
之
地
（
引
用
者
注
、「
深
川
区
西
元
町
八
番
地
谷
崎
方
止

宿
」
の
こ
と
）
ニ
止
宿
致
居
リ
タ
ル
モ
、
去
月
中
旬
ヨ
リ
日
本
橋
区
蠣
殻
町
実
父

谷
崎
久
右
衛
門
方
ニ
止
宿
換
致
候
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
清
三
郎
は
南
葛

飾
郡
寺
島
村
の
長
谷
川
家
に
養
子
に
出
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
七
月
中
旬
に
籍
は

そ
の
ま
ま
に
実
家
に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
に
は
深
川
の
谷

崎
久
右
衛
門
支
店
で
働
い
て
い
た
よ
う
だ
が
、
自
分
の
出
自
を
確
認
し
た
く
て
谷

崎
家
の
戸
籍
の
閲
覧
を
願
い
出
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

清
三
郎
は
潤
一
郎
よ
り
十
歳
年
長
で
、「
幼
少
時
代
」
に
「
最
近
に
な
つ
て
清

三
郎
叔
父
や
従
姉
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
依
る
と
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
幼

少
時
代
」
を
執
筆
し
た
と
き
に
清
三
郎
は
い
ま
だ
存
命
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

清
三
郎
が
養
子
に
出
さ
れ
た
長
谷
川
家
が
、
谷
崎
家
と
ど
ん
な
関
係
だ
っ
た
か
は

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
久
右
衛
門
の
三
女
で
あ
る
、
潤
一
郎
の
母
セ
キ
に
つ
い
て

は
「
本
所
石
原
町
平
民
長
谷
川
長
兵
衛
方
へ
寓
居
／
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
立
戻

り
／（
朱
）
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
蠣
殻
町
壱
丁
目
二
番
地
へ
夫
倉
五
郎
共
々
別

戸
分
籍
ス
」
と
あ
っ
て
、
谷
崎
家
と
長
谷
川
家
が
何
ら
か
の
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、「
長
谷
川
長
兵
衛
」
と
南
葛
飾
郡
寺
島
村
の
長
谷

川
家
と
が
ど
ん
な
関
係
だ
っ
た
か
は
不
明
で
、
そ
の
以
上
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
分

か
ら
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
で
偶
然
に
も
谷
崎
久
右
衛
門
の
戸
籍
が
東
京
府
の
文
書
館
に
残
さ

れ
て
い
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
戸
籍
は
壬
申
戸
籍
で
は
な
く
、
初
代
の
谷
崎
久

右
衛
門
が
蠣
殻
町
一
丁
目
三
番
地
か
ら
二
丁
目
十
四
番
地
に
移
っ
た
明
治
十
五
年

七
月
の
時
点
か
ら
、
二
代
目
久
右
衛
門
戸
主
の
明
治
二
十
六
年
中
ま
で
の
も
の
だ

と
い
う
。
同
書
に
は
写
真
も
そ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
石
川
が
翻
刻
紹
介
し
た
も

の
に
そ
の
写
真
を
も
参
照
し
て
補
い
な
が
ら
、
こ
こ
に
煩
を
い
と
わ
ず
紹
介
し
て

み
た
い
（
戸
籍
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
谷
崎
の
「
崎
」
の
字
の
字
体
は
原
文
の
マ
マ

と
し
た
）。

明
治
十
五
年
七
月
十
二
日

蠣
殻
町
壱
丁
目
三
番
地
ヨ
リ
入

　
　

蠣
殻
町
弐
丁
目
拾
四
番
屋
敷
内
借
地

　
　
　
　

平
民　

活
版
摺
職

　
　
　
　
父　

富
島
町
谷
㟢
粂
吉
亡
長
男

　
十
七
年
十
二
月
二
日
改
印

　
十
六
年
八
月
廿
一
日
改
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
退
隠　
　

谷
嵜
久
右
衛
門

　
（
朱
）
明
治
廿
一
年
六
月
十
日
死
亡　

天
保
二
年
一
月

箱
崎
町
二
丁
目
商
加
藤
三
次
郎
亡
姉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　

フ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
十
年
十
一
月
十
五
日
生

廿
一
年
六
月
廿
一
日
庄
七
事
久
右
衛
門
ト
改
名
許
可

　
　
　
　

十
七
年
一
月
十
二
日
戸
主
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
右
ヱ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
男　
　

谷
嵜
庄
七　
　
　
欠
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
元
年
十
一
月
八
日
生



三
〇

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
九
日
生

本
所
石
原
町
平
民
長
谷
川
長
兵
ヱ
方
へ
寓
居

　
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
立
戻
り

（
朱
）
十
八
年
十
二
月
廿
二
日
蠣
殻
町
壱
丁
目
二
番
地
へ
夫
倉

五
郎
共
々
別
戸
分
籍
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
女　

除　
　

セ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
治
元
年
十
一
月
八
日
生

（
朱
）
十
七
年
十
二
月
二
日
南
葛
飾
郡
猿
江
村
六
十
八
番
地

谷
崎
テ
ツ
死
跡
相
続
人
ニ
遣
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
男　
　

谷
崎
萬
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
年
十
二
月
廿
五
日
生

明
治
十
六
年
十
二
月
十
七
日
神
田
相
生
町
二
番
地

江
澤
秀
五
郎
三
男
ニ
テ
入
（
朱
）
十
八
年
十
二
月
廿
二
日

蠣
殻
町
壱
丁
目
弐
番
地
へ
別
戸
分
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
女
セ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
子　

除　

谷
㟢
倉
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
政
六
年
十
月
十
五
日
生

父
浅
草
三
好
町
鈴
木
源
之
助
亡
長
女
生
家
退
転

明
治
十
七
年
十
二
月
十
五
日
檜
物
町
十
七
番
地
ヨ
リ
更
ニ

附
籍
ニ
入
（
朱
）
十
八
年
一
月
十
六
日
北
島
町
一
丁
目
十
九
番
地

濱
野
萬
介
妻
ト
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
籍　
　

鈴
木
美
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
政
三
年
三
月
三
日
生

（
朱
）
十
八
年
三
月
四
日
病
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
男　

谷
崎
熊
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
八
年
三
月
二
日
生

明
治
廿
三
年
十
二
月
十
一
日
京
橋
区
新
船
松
町

五
番
地
桜
井
亀
二
郎
養
女
ニ
テ
娶
入
籍　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻　
　
　

喜
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
五
年
正
月
五
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
女　
　
　
　

辰タ
ツ

　
三
月
七
日
出
生
届
出　
　

明
治
廿
五
年
二
月
廿
八
日
生

　
（
朱
）
廿
五
年
三
月
十
六
日
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
廿
日
届
出

（
朱
）
廿
六
年
一
月
二
十
日
死
亡　

二
女　
　

フ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
廿
六
年
一
月
十
四
日
生

　

寺
深
川
猿
江
日
蓮
宗
慈
眼
寺

石
川
悌
二
は
、
こ
の
戸
籍
を
参
照
し
て
谷
崎
家
の
祖
先
に
つ
い
て
、
先
に
引
い

た
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
慈
眼
寺
の
谷
崎
家
の
墓
碑
銘
の
一

番
ふ
る
い
も
の
と
し
て
は
「
随
縁
妙
持
信
女　

文
政
三
庚
辰
年
八
月
八
日
」
お
よ

び
「
釋
了
貞
信
士　

文
政
五
午
年
正
月
二
十
四
日
」
が
あ
り
、
ま
た
谷
崎
姓
に
つ

い
て
は
「
姓
氏
大
辞
典
」
は
近
江
の
蒲
生
郡
を
領
し
た
武
将
の
蒲
生
忠
右
衛
門
が
、

は
じ
め
て
谷
崎
氏
を
称
し
て
い
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
谷
崎
姓
は
幕
臣
に
は



三
一

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

全
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
潤
一
郎
の
先
祖
も
刀
を
捨
て
て
近
江
か
ら
江
戸
へ
出
て

商
人
と
な
っ
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
」
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
祖
父
の
久
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
谷
崎
の
「
幼
少
時
代
」
の
「
祖
父
は
も

と
深
川
の
小
名
木
川
べ
り
の
釜
屋
堀
の
、
釜
を
製
造
す
る
釜
六
と
云
ふ
店
の
総
番

頭
で
あ
つ
た
が
、
維
新
の
際
に
主
人
の
一
家
が
田
舎
へ
避
難
し
た
時
、
跡
を
預
つ

て
立
派
に
営
業
を
つ
づ
け
て
行
き
、
や
が
て
世
間
が
静
ま
つ
た
後
に
主
人
に
店
を

返
し
た
の
で
、
深
く
主
人
か
ら
徳
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
上
野
の
戦
争
で
市
中
の
土

地
家
屋
が
一
時
値
下
り
し
た
の
に
乗
じ
て
、
京
橋
の
霊
岸
嶋
の
真
鶴
館
と
云
ふ
旅

館
を
百
両
で
買
ひ
取
つ
て
経
営
す
る
や
う
に
な
つ
た
」
と
い
う
記
述
を
引
き
な
が

ら
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

深
川
の
釜
六
（
太
田
氏
、
釜
屋
六
右
衛
門
）
と
釜
七
（
同
姓
、
釜
屋
七
右
衛

門
）
は
と
も
に
近
江
国
粟
津
郡
か
ら
江
戸
へ
来
た
商
人
で
、
寛
永
年
間
ま
で

は
芝
で
鋳
造
を
業
と
し
た
が
、
そ
こ
が
増
上
寺
の
寺
領
に
囲
い
こ
ま
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
深
川
の
大
島
に
移
っ
た
と
い
う
。
釜
六
の
祖
は
朝
廷
か
ら
近
江

大
掾
の
称
号
を
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
工
人
で
、
現
今
の
江
東
区
大
島
一
丁

目
に
釜
屋
堀
公
園
が
史
跡
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
す
で
に
有
名
な
釜
六
に
つ

い
て
は
省
略
し
、
そ
の
惣
番
頭
を
つ
と
め
た
と
い
う
潤
一
郎
の
祖
父
の
実
家

は
ど
こ
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
戸
籍
は
彼
を
富
島
町
の
谷
崎
粂
吉
の
長
男

と
記
載
し
て
お
り
、
も
と
は
熊
右
衛
門
と
名
の
っ
て
い
た
の
を
明
治
十
六
年

八
月
に
な
っ
て
久
右
衛
門
と
改
名
し
た
と
し
て
い
る
。
熊
右
衛
門
改
め
久
右

衛
門
の
実
父
谷
崎
粂
吉
は
、
お
そ
ら
く
地
廻
り
酒
問
屋
で
い
わ
ゆ
る
新
川
筋

酒
屋
の
一
軒
と
し
て
居
住
し
て
い
た
と
推
考
さ
れ
る
。
な
ぜ
か
な
れ
ば
谷
崎

0

0

家
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
夏
月
智
光
院
信
士　

嘉
永
七
寅
年
六
月
二
十
四

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

日
」
は
慈
眼
寺
の
点
鬼
簿
中
に
「
酒
ヤ
粂
吉
」
と
記
さ
れ
て
い
る

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ

る
。（
傍
点
引
用
者
）

こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
引
用
文
中
の
傍
点
を
ほ
ど
こ
し
た
箇
所
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
詳
し
く
検
証
す
る
と
し
て
、
こ
こ
に
は
も
う
少

し
祖
父
や
父
母
に
触
れ
て
書
か
れ
た
文
章
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
六
月
の
「
中
央
公
論
」
は
、「
知
名
の
兄
弟
を
産
ん
だ
父
母
の
研
究
」

と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
潤
一
郎
と
精
二
と
い
う
ふ
た
り
の

文
学
者
を
生
ん
だ
谷
崎
家
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
潤
一
郎
は
「
私
の
家
系
」

と
い
う
文
章
を
書
い
て
、
父
方
か
ら
も
母
方
か
ら
の
純
粋
な
「
江
戸
つ
児
」
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
る
と
簡
単
に
記
し
て
い
る
が
、
精
二
が
寄
せ
た
「
父
母

の
事
」
と
い
う
文
章
に
は
、
祖
父
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

母
の
実
父
は
深
川
で
名
高
い
釜
六
と
云
ふ
金
物
商
に
永
年
仕
へ
た
番
頭

で
、
何
で
も
百
人
近
い
奉
公
人
の
中
で
主
人
の
前
で
胡
坐
を
か
く
事
を
許
さ

れ
た
唯
一
人
の
惣
番
頭
で
あ
つ
た
と
云
ふ
事
を
私
は
母
か
ら
聞
い
た
事
が
あ

る
。
此
の
母
の
実
父
―
私
の
祖
父
―
の
先
祖
は
ど
う
云
ふ
人
で
あ
る
か
は
今

日
迄
私
は
聞
い
て
居
な
い
。
祖
母
の
実
家
は
士
族
で
あ
つ
た
さ
う
だ
が
、
大

し
た
家
柄
で
も
な
か
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。

　

祖
父
は
私
が
生
れ
て
間
も
無
く
死
ん
で
し
ま
つ
た
の
で
私
は
少
し
も
覚
え



三
二

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

て
居
な
い
が
、
か
な
り
聡
明
な
、
進
取
的
な
、
而
し
て
徳
望
の
あ
つ
た
人
ら

し
い
。
中
年
か
ら
独
立
し
て
商
売
を
始
め
や
う
と
し
た
が
、
主
家
で
ど
う
し

て
も
暇
を
く
れ
な
い
の
で
一
生
涯
決
し
て
同
商
売
の
金
物
業
は
や
ら
な
い
と

云
ふ
証
文
を
書
い
て
や
つ
と
主
家
を
辞
し
た
の
だ
と
云
ふ
。
而
し
て
比
較
的

短
日
月
で
か
な
り
の
資
産
を
築
き
あ
げ
た
。
だ
が
其
の
財
産
も
祖
父
の
死

後
家
督
を
相
続
し
た
長
男
が
道
楽
を
始
め
て
す
つ
か
り
使
ひ
果
し
て
し
ま
つ

た
。
祖
父
に
は
多
勢
子
供
が
あ
つ
た
が
、
甘
や
か
し
て
育
て
た
と
見
え
て
皆

豪
く
な
ら
な
か
つ
た
。
貧
乏
は
し
た
が
私
の
母
な
ど
が
比
較
的
平
穏
な
一
生

を
送
つ
た
方
だ
と
思
ふ
。

同
じ
文
章
で
精
二
は
父
方
に
つ
い
て
、「
父
は
昔
神
田
川
で
代
々
屋
号
を
玉
川

と
云
つ
た
酒
問
屋
の
三
男
に
生
れ
て
谷
崎
家
へ
養
子
に
な
つ
た
身
の
上
で
あ
る
。

玉
川
と
云
ふ
の
は
江
戸
時
代
に
屈
指
の
酒
問
屋
で
、
蔵
が
十
幾
つ
と
か
並
ん
で
居

た
と
云
ふ
話
を
私
は
父
に
だ
か
、
他
の
人
に
だ
か
聞
い
た
事
が
あ
る
。
然
し
父
の

両
親
が
早
世
し
た
為
め
そ
の
店
は
潰
れ
て
し
ま
つ
た
さ
う
で
あ
る
」
と
記
し
て
い

る
。
潤
一
郎
も
「
幼
少
時
代
」
で
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。私

の
父
倉
五
郎
と
伯
父
久
兵
衛
の
実
家
は
江
沢
と
云
つ
て
、
大
正
頃
の
区
劃

で
云
へ
ば
万
世
橋
を
須
田
町
の
方
か
ら
渡
つ
て
、
市
街
電
車
が
本
郷
三
丁
目

の
方
へ
曲
つ
て
行
く
松
住
町
の
角
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
、
屋
号
を
玉
川
屋
と

云
ふ
酒
屋
で
、
土
蔵
を
十
一
戸
前
も
引
き
廻
し
た
大
き
な
構
へ
だ
つ
た
さ
う

で
あ
る
が
、
私
が
知
つ
て
か
ら
は
も
は
や
そ
の
家
の
跡
形
も
な
か
つ
た
。（
中

略
）
私
は
谷
崎
家
の
祖
父
久
右
衛
門
の
こ
と
は
始
終
話
に
聞
か
さ
れ
て
身み

ぢ
か近

な
感
じ
を
抱
い
て
ゐ
た
が
、
江
沢
家
の
祖
父
の
こ
と
に
つ
い
て
は
嘗
て
誰
か

ら
も
何
一
つ
聞
い
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。
又
伯
父
久
兵
衛
も
父
倉
五
郎
も
彼

等
の
実
の
両
親
に
は
早
く
死
に
別
れ
て
、
委
し
い
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
か

つ
た
ら
し
い
。
彼
等
が
若
か
つ
た
頃
の
江
沢
家
は
後
見
人
の
男
が
勝
手
に
商

売
を
切
り
盛
り
を
し
、
遣
ひ
込
ん
だ
り
し
て
ゐ
た
の
で
、
さ
し
も
の
玉
川
屋

の
身
代
も
傾
き
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
。
谷
崎
家
の
祖
父
久
右
衛
門
は
そ
の
玉
川
屋

に
金
の
融
通
を
し
て
や
つ
て
ゐ
た
関
係
か
ら
、
二
人
の
遺
児
を
此
方
へ
寄
越

せ
と
云
つ
て
養
子
に
取
つ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

父
方
の
江
沢
家
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
細
江
光
「
谷
崎
家
・
江
沢
家
と
ブ
ラ
ジ

ル
」（﹃
谷
崎
潤
一
郎　

深
層
の
レ
ト
リ
ッ
ク
﹄
所
収
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

に
詳
し
い
が
、
久
兵
衛
、
倉
五
郎
の
ふ
た
り
が
谷
崎
家
の
婿
養
子
に
な
っ
た
理

由
と
し
て
、
注
を
付
し
て
「
野
村
尚
吾
は
、﹃
伝
記
谷
崎
潤
一
郎
﹄
の
［
註
］
で
、

潤
一
郎
の
曾
祖
父
・
粂
吉
が
霊
岸
島
で
酒
問
屋
を
営
ん
で
い
た
関
係
で
、
久
右
衛

門
は
江
沢
家
と
親
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
妥
当
な
説
と
思
う
」
と

記
し
て
い
る
。
こ
の
野
村
尚
吾
の
［
註
］
は
、
野
村
の
﹃
伝
記
﹄
の
初
版
が
出
た

と
き
に
は
い
ま
だ
石
川
の
﹃
近
代
作
家
の
基
礎
的
研
究
﹄
が
刊
行
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
に
﹃
伝
記
﹄
の
改
訂
新
版
が
出
版
さ
れ
た
と
き
に
石
川
の

調
査
を
踏
ま
え
て
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
川
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
潤
一
郎
の
曾
祖
父
・
粂
吉
が
霊
岸
島
で
酒
問
屋



三
三

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

を
営
ん
で
い
た
」
と
し
た
な
ら
ば
、
誰
し
も
そ
う
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

私
も
そ
う
考
え
て
、
一
度
は
年
譜
を
そ
の
よ
う
に
書
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
念
の
た

め
に
そ
の
確
認
を
取
り
に
慈
眼
寺
を
訪
れ
て
、
点
鬼
簿
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
住
職
の
篠
原
智
髙
氏
に
よ
れ
ば
、
慈
眼
寺
で
は
点
鬼
簿
と
い
わ
ず
、
す
べ

て
過
去
帳
と
称
し
て
い
る
と
い
う
が
、
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
過
去
帳
（
移
転

の
騒
ぎ
や
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
こ
と
に
よ

り
欠
け
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
っ
て
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
）
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
結
果
に
は
、
と
て
も
驚
か
さ
れ
た
。

石
川
悌
二
が
「
夏
月
智
光
院
信
士
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、「
夏
月
智
光
信
士
」

の
単
純
な
写
し
間
違
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
六
月
二
十

四
日
に
歿
し
た
「
夏
月
智
光
信
士
」
は
、
慈
眼
寺
の
過
去
帳
に
は
「
酒
ヤ
粂
吉
」

で
は
な
く
、「
釜
屋
庄
七
」
と
あ
る
。
住
職
に
よ
れ
ば
、
過
去
帳
に
簡
略
に
注
記

さ
れ
て
い
る
の
は
、
俗
名
や
続
柄
、
葬
儀
の
施
主
の
名
前
な
ど
で
あ
る
と
い
う
。

調
べ
て
ゆ
く
と
別
に
「
釜
屋
庄
七
事
」
と
俗
名
が
記
さ
れ
た
「
善
徳
院
栄
福
日
往

信
士
」
と
い
う
立
派
な
戒
名
を
も
っ
た
方
も
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
に
勘
案
す
る
と

夏
月
智
光
信
士
の
「
釜
屋
庄
七
」
は
俗
名
で
な
く
、
葬
儀
の
折
の
施
主
の
名
前
と

推
定
し
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

慈
眼
寺
は
現
在
、
染
井
墓
地
に
隣
接
す
る
豊
島
区
巣
鴨
五
丁
目
に
あ
る
が
、
も

と
も
と
は
立
野
山
慈
眼
寺
と
称
し
、
一
六
一
五
（
慶
長
二
十
・
元
和
元
）
年
に
深

川
六
間
堀
の
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
六
七
三
（
寛
文
十
三
・
延
宝
元
）
年
に

常
陸
水
戸
久
昌
寺
が
水
戸
光
圀
の
御
母
堂
を
祀
る
た
め
に
創
建
さ
れ
る
と
、
そ
の

寺
格
を
整
え
る
た
め
に
そ
の
末
寺
と
な
っ
た
。
一
六
九
三
（
元
禄
六
）
年
に
は
深

川
猿
江
町
に
移
転
、
さ
ら
に
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
・
大
正
元
）
年
に
現
在
の

地
に
移
っ
た
が
、
司
馬
江
漢
や
芥
川
龍
之
介
、
忠
臣
蔵
で
吉
良
方
の
護
衛
役
と

し
て
奮
闘
し
た
小
林
平
八
郎
な
ど
の
墓
が
あ
り
、
新
内
節
の
「
明
烏
夢
泡
雪
」
で

有
名
な
浦
里
時
次
郎
の
比
翼
塚
も
あ
る
。
谷
崎
は
「
瘋
癲
老
人
日
記
」
に
「
祖
父

母
ノ
墓
ハ
深
川
ノ
小
名
木
川
近
ク
ノ
或
ル
法
華
寺
ニ
ア
ツ
タ
ノ
ダ
ガ
、
ソ
ノ
後
間

モ
ナ
ク
ア
ノ
辺
一
帯
ガ
工
場
地
帯
ニ
ナ
ツ
タ
ヽ
メ
ニ
寺
ハ
浅
草
ノ
龍
泉
寺
町
ニ
移

リ
」
と
、
移
転
後
の
場
所
に
関
し
て
は
虚
構
化
し
て
い
る
が
、
慈
眼
寺
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
主
人
公
の
菩
提
寺
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

慈
眼
寺
が
深
川
を
離
れ
て
現
在
の
地
に
移
っ
た
に
つ
い
て
は
、
住
職
の
お
話
で

は
明
治
四
十
三
年
の
豪
雨
に
よ
る
大
洪
水
の
と
き
に
境
内
が
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
、
近
所
の
セ
メ
ン
ト
工
場
の
騒
音
と
埃
が
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
な
ど
の
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
芥
川
も
「
本
所
両
国
」
で
深
川
に
あ
っ
た

こ
ろ
の
慈
眼
寺
に
触
れ
て
、「
昔
は
本
所
の
猿
江
に
あ
つ
た
僕
の
家
の
菩
提
寺
を

思
ひ
出
し
た
。（
中
略
）
こ
の
寺
は

―
慈
眼
寺
と
い
ふ
日
蓮
宗
の
寺
は
震
災
よ

り
も
何
年
か
前
に
染
井
の
墓
地
の
あ
た
り
に
移
転
し
て
ゐ
る
。
か
れ
等
の
墓
（
引

用
者
注
、
司
馬
江
漢
、
小
林
平
八
郎
、
浦
里
時
次
郎
の
比
翼
塚
の
こ
と
）
も
寺
と

一
し
よ
に
定
め
し
同
じ
土
地
に
移
転
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
が
、
あ
の
じ
め
じ
め

し
た
猿
江
の
墓
地
は
未
だ
に
僕
の
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
る
。
就
中
薄
い
水
苔
の
つ
い

た
小
林
平
八
郎
の
墓
の
前
に
曼
珠
沙
華
の
赤
々
と
咲
い
て
ゐ
た
景
色
は
明
治
時
代

の
本
所
以
外
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
記
し
て

い
る
。

谷
崎
は
生
前
に
自
分
の
墓
を
京
都
鹿
个
谷
の
法
然
院
に
さ
だ
め
、
そ
の
墓
石
の



三
四

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

デ
ザ
イ
ン
ま
で
も
決
め
て
い
た
。「
瘋
癲
老
人
日
記
」
に
は
、
先
の
引
用
文
に
つ

づ
け
て
「
仏
様
達
ハ
東
京
ニ
置
イ
ト
カ
レ
ル
ト
、
骨
ニ
ナ
ツ
テ
カ
ラ
モ
始
終
ア
ツ

チ
コ
ツ
チ
ヘ
逃
ゲ
廻
ラ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
サ
ウ
云
フ
点
デ
ハ
何
ト
云
ツ
テ
モ

京
都
ガ
一
番
安
全
デ
ア
ル
。
先
祖
代
々
江
戸
ツ
子
ダ
ト
云
ツ
テ
モ
、
五
六
代
先
ノ

コ
ト
ハ
分
リ
ハ
シ
ナ
イ
。
予
ノ
家
モ
遠
イ
〳
〵
先
祖
ハ
イ
ヅ
レ
京
都
ア
タ
リ
カ
ラ

出
タ
モ
ノ
ト
思
フ
。
兎
ニ
角
京
都
ニ
埋
メ
テ
貰
ヘ
バ
東
京
ノ
人
モ
始
終
遊
ビ
ニ
来

ル
」
と
記
し
て
い
る
。
伊
吹
和
子
﹃
わ
れ
よ
り
ほ
か
に　

谷
崎
潤
一
郎
最
後
の
十

二
年
﹄（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
宗
派
の
違
う
浄
土
宗
の
法
然
院

に
墓
所
を
求
め
た
に
つ
い
て
は
、
つ
ね
づ
ね
谷
崎
自
身
も
同
じ
よ
う
な
理
由
を

語
っ
て
い
た
と
い
う
。
慈
眼
寺
の
住
職
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
慈
眼
寺
の
墓
地
を
貫

く
よ
う
な
道
路
計
画
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
谷
崎
は
そ
れ
を
嫌
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

現
在
の
谷
崎
家
の
墓
域
は
、
真
ん
中
に
仕
切
り
が
あ
っ
て
鉄
の
門
扉
で
奥
の
一

画
と
手
前
の
一
画
と
に
区
切
ら
れ
て
お
り
、
一
番
奥
ま
っ
た
正
面
に
久
右
衛
門
・

フ
サ
の
谷
崎
の
本
家
の
墓
が
あ
る
。
入
り
口
か
ら
向
か
っ
て
左
側
に
そ
れ
に
並
ぶ

よ
う
に
久
兵
衛
・
花
の
墓
が
あ
っ
て
、
そ
の
手
前
に
は
久
兵
衛
・
花
の
子
ど
も
た

ち
と
思
わ
れ
る
孩
子
・
嬰
子
・
赤
子
な
ど
の
墓
が
あ
る
。
そ
の
向
か
い
の
右
側
に

一
番
古
い
谷
崎
家
の
先
祖
の
墓
が
あ
っ
て
、
奥
の
墓
域
は
こ
の
四
つ
の
墓
石
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
番
上
の
石
に
戒
名
が
彫
ら
れ
、
そ
の
下

の
石
に
「
谷
㟢
」
と
彫
ら
れ
、
久
兵
衛
・
花
の
墓
石
に
は
「
谷
嵜
」
と
彫
ら
れ
て

い
る
。

墓
域
の
手
前
側
に
は
向
か
っ
て
左
側
に
倉
五
郎
・
関
の
墓
が
あ
り
、
こ
こ
に
は

生
後
三
日
で
亡
く
な
っ
た
熊
吉
（
明
治
十
八
年
三
月
四
日
歿
「
春
夢
孩
子
」）
や

明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
四
日
に
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
長
女
園
（「
王
樹
院
妙

円
信
女
」）
も
一
緒
に
葬
ら
れ
て
い
る
が
、
谷
崎
の
字
体
は
や
は
り
「
谷
㟢
」
で

あ
る
。
そ
の
手
前
に
潤
一
郎
の
分
骨
の
碑
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

故
谷
崎
潤
一
郎　
　

明
治
十
九
年
七
月
二
十
四
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
年
七
月
三
十
日
歿

　
　
　

分
骨
葬
当
先
塋
之
側　

総
骨
別
瘞
洛
東
法
然
院
寂
碑

　
　
　

法
名　
　

安
楽
寿
院
功
誉
文
林
徳
潤
居
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妻　

松
子
誌

反
対
側
の
、
向
か
っ
て
右
側
に
は
奥
に
「
谷
㟢
家
之
墓
」
と
し
て
萬
平
一
家
の

墓
石
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
手
前
に
は
谷
崎
精
二
の
墓
碑
が
並
ん
で
い
る
が
、
精

二
の
墓
石
に
は
井
伏
鱒
二
の
書
で
「
谷
崎
精
二
之
墓
」
と
あ
る
。

石
川
が
問
題
と
し
て
い
た
「
墓
碑
銘
」
は
、
奥
の
墓
域
の
右
側
に
あ
る
一
番
古

い
先
祖
の
墓
で
あ
る
。
石
川
は
そ
の
一
番
ふ
る
い
も
の
と
し
て
「
随
縁
妙
持
信
女　

文
政
三
庚
辰
年
八
月
八
日
」
お
よ
び
「
釋
了
貞
信
士　

文
政
五
午
年
正
月
二
十
四

日
」
を
あ
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
墓
石
の
正
面
に
刻
ま
れ
た
一
番
古
い
も
の
で
、

そ
の
右
側
の
側
面
に
は
「
香
月
妙
艶
嬰
女　

明
治
二
十
五
年
三
月
十
六
日
」
と
並

ん
で
、
も
っ
と
古
い
「
真
月
常
照
信
士　

安
永
二
巳
年
三
月
十
八
日
」
と
「
円
日

妙
照
信
女　

文
化
六
未
年
九
月
廿
九
日
」（
文
化
六
年
は
巳
年
で
あ
る
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
「
文
化
六
未
年
」
と
あ
る
）
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

過
去
帳
に
「
香
月
妙
艶
嬰
女
」
は
「
谷
崎
久
右
衛
門　

長
女
」
と
あ
り
、
先
に

掲
げ
た
久
右
衛
門
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
二
代
目
久
右
衛
門
の
長
女
辰タ

ツ

で
あ



三
五

谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
横
に
刻
ま
れ
た
「
真
月
常
照
信
士
」「
円
日

妙
照
信
女
」
が
も
っ
と
も
早
く
江
戸
へ
出
て
き
た
谷
崎
家
の
先
祖
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
谷
崎
家
の
墓
域
に
あ
る
一
番
古
い
墓
石
に
は
、
十
人
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
墓
石
に
彫
ら
れ
た
順
に
並
べ
て
、
過
去
帳
に
何
ら
か
の
記
述
が

あ
る
場
合
、
そ
れ
を
︹　

︺
に
記
し
て
一
覧
表
を
作
成
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
先
ず
は
右
側
面
に
、

―

香
月
妙
艶
嬰
女　
　
　
　

  
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
三
月
十
六
日
︹
谷

崎
久
右
衛
門
長
女
︺

真
月
常
照
信
士　
　
　
　

  

一
七
七
三
（
安
永
二
）
年
五
月
十
八
日
︹
餅
屋
喜

三
郎
ヿ
︺

円
日
妙
照
信
女　
　
　
　

  

一
八
〇
六
（
文
化
六
）
年
九
月
二
十
九
日
︹ 

ひ
た

ち
や
喜
三
郎
︺

次
に
墓
石
の
正
面
に
彫
ら
れ
た
も
の
を
右
か
ら
順
に
、

―

随
縁
妙
持
信
女　

  　
　
　

  

一
八
二
〇
（
文
政
三
）
年
八
月
八
日
︹
常
陸
屋
喜

三
郎
伯
母
︺

釋
了
貞
信
士　
　
　
　
　

  

一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
正
月
二
十
四
日

善
徳
院
栄
福
日
往
信
士　

一
八
六
九（
明
治
二
）
年
八
月
十
日︹
釜
屋
庄
七
事
︺

  

真
ん
中
に
大
き
く
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
が
刻
ま
れ
て
、
そ
の
左
側

に
、

―
恵
照
院
量
光
信
士　
　
　

  

一
八
三
六
（
天
保
七
）
年
六
月
二
十
四
日
︹
常
陸

屋
正
七
ヿ
︺

法
受
院
妙
心
信
女　
　
　

  

一
八
四
二
（
天
保
十
三
）
年
八
月
十
一
日

墓
石
の
左
側
面
に
、

―

夏
月
智
光
信
士　
　
　
　

  

一
八
五
四
（
嘉
永
七
）
年
六
月
二
十
四
日
︹
釜
屋

庄
七
︺

修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女　

  

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
十
月
二
日
︹
真
名
鶴
屋

久
右
ヱ
門
︺

こ
の
こ
と
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
か
。
先
ず
こ
の
墓
石
は
明

治
二
年
に
「
善
徳
院
栄
福
日
往
信
士
」
こ
と
︹
釜
屋
庄
七
︺
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
い
だ
ろ
う
。「
善
徳
院
栄
福
日
往
信
士
」
と

「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」
と
は
夫
婦
だ
っ
た
が
、「
善
徳
院
栄
福
日
往
信
士
」
が

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
の
右
側
に
、
そ
の
妻
の
「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」

が
左
側
面
の
最
後
に
彫
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
建
て
た
と
き
妻
の
「
修
徳
院

妙
善
日
栄
信
女
」
は
存
命
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
し
て
「
修
徳
院
妙

善
日
栄
信
女
」
が
亡
く
な
っ
た
明
治
九
年
に
左
側
側
面
に
そ
の
戒
名
が
彫
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」
が
歿
し
た
と
き
に
施
主
を
つ
と
め
た
の

が
︹
真
名
鶴
屋
久
右
ヱ
門
︺
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
実
質
的
に
こ
の
墓
石
を
建
立
し

た
の
も
、
や
は
り
︹
真
名
鶴
屋
久
右
ヱ
門
︺
だ
っ
た
と
見
な
し
て
も
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
。

︹
真
名
鶴
屋
久
右
ヱ
門
︺
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
維
新
後
に
霊
岸
島
の
旅
館

真
鶴
館
を
買
い
取
っ
て
経
営
し
た
と
い
う
潤
一
郎
の
祖
父
久
右
衛
門
、
つ
ま
り
初

代
谷
崎
久
右
衛
門
で
あ
る
。
戸
籍
で
は
明
治
十
六
年
に
「
熊
」
か
ら
「
久
右
衛
門
」

へ
の
改
名
届
け
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
九
年
の
段
階
で
す
で
に
真
名
鶴
屋
久

右
ヱ
門
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
久
右
衛
門
は
両
親
に
「
善
徳
院
栄
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福
日
往
信
士
」
と
「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」
と
、
院
号
を
ふ
く
ん
だ
九
文
字
の

戒
名
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
あ
た
り
か
ら
相
当
羽
振
り
が
よ

か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

︹
釜
屋
庄
七
︺
こ
と
「
善
徳
院
栄
福
日
往
信
士
」
の
両
親
が
、
題
目
の
左
側
に

彫
ら
れ
て
い
る
「
恵
照
院
量
光
信
士
」︹
常
陸
屋
正
七
︺
と
「
法
受
院
妙
心
信
女
」

だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
（
お
そ
ら
く
「
正
七
」
は
「
庄
七
」
の
書
き

誤
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。「
夏
月
智
光
信
士
」
は
釜
屋
庄
七
が
施
主
を
し
て
い

て
、
戒
名
も
簡
略
で
連
れ
合
い
と
思
わ
れ
る
名
前
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る

い
は
結
婚
前
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
釜
屋
庄
七
の
息
子
だ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
（
ち
な
み
に
潤
一
郎
の
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
妹
の
戒
名
は
「
王
樹
院
妙
円
信

女
」）。
墓
石
の
左
側
側
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
が
、
す
る
と
、︹
常
陸
屋
正
七
︺
こ
と
「
恵
照
院
量
光
信
士
」
の
両

親
が
、「
随
縁
妙
持
信
女
」
と
「
釋
了
貞
信
士
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
谷
崎
久
右
衛
門
の
戸
籍
を
確
認
し
た
い
が
、
久
右
衛
門
の

二
男
の
萬
平
が
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
南
葛
飾
郡
猿
江
村
六
十
八
番
地
谷

崎
テ
ツ
の
死
跡
相
続
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
古
地
図
を
見
る
と
、
猿
江

村
六
十
八
番
地
は
小
名
木
川
に
沿
っ
た
道
路
に
面
し
た
土
地
で
、
慈
眼
寺
と
は
道

路
一
本
隔
て
た
だ
け
の
直
線
距
離
に
す
れ
ば
十
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
な
い
場
所

に
あ
る
。
慈
眼
寺
で
は
各
戸
別
に
檀
家
に
先
祖
の
記
録
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
谷
崎
テ
ツ
（
鉄
）
は
明
治

十
四
年
十
一
月
十
四
日
に
歿
し
て
お
り
、
戒
名
は
「
縁
乗
院
妙
遠
信
女
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
谷
崎
テ
ツ
の
先
祖
の
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
凉
雲
院
妙
念

信
女　

文
化
十
一
年
六
月
二
十
五
日
」
と
「
月
窓
院
凉
雲
信
士　

文
化
十
二
年
六

月
一
日
」
で
あ
る
。「
凉
雲
院
妙
念
信
女
」
に
は
施
主
と
し
て
︹
ひ
た
ち
屋
喜
三
郎
︺

の
名
が
あ
り
、「
月
窓
院
凉
雲
信
士
」
は
︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
と
あ
る
。
さ
ら
に

そ
の
あ
と
に
慶
応
三
年
五
月
十
四
日
に
歿
し
た
「
実
乗
院
速
成
信
士
」
の
俗
名
と

し
て
︹
常
陸
屋
喜
三
郎
︺
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
は
ま
っ
た
く
の
推
測
に

な
る
が
、「
凉
雲
院
妙
念
信
女
」
の
施
主
が
︹
ひ
た
ち
屋
喜
三
郎
︺
で
あ
れ
ば
、

お
そ
ら
く
そ
の
連
れ
合
い
の
︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
と
あ
る
「
月
窓
院
凉
雲
信
士
」

の
俗
名
が
「
ひ
た
ち
屋
喜
三
郎
」
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。「
ひ
た
ち
や
喜
三
郎
」

と
︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
が
同
一
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
息
子
が
「
実

乗
院
速
成
信
士
」
の
戒
名
を
も
つ
︹
常
陸
屋
喜
三
郎
︺
が
父
の
名
を
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
随
縁
妙
持
信
女
」
が
︹
常
陸
屋
喜
三
郎
伯
母
︺

で
あ
る
な
ら
ば
、︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
と
「
随
縁
妙
持
信
女
」
は
姉
弟
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
に
は
ふ
た
り
の
息
子
が
あ
っ
て
、
そ

の
長
男
が
︹
常
陸
屋
喜
三
郎
︺
の
名
を
踏
襲
し
て
、
谷
崎
テ
ツ
に
繋
が
る
家
を
継

ぎ
、
子
ど
も
の
な
か
っ
た
「
随
縁
妙
持
信
女
」
が
次
男
の
庄
七
（
正
七
）
を
養
子

に
し
て
、︹
釜
屋
庄
七
︺
の
家
系
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。「
釋
了
貞
信
士
」
な
る
人
物
は
お
そ
ら
く
「
随
縁
妙
持
信
女
」
の
連
れ
合

い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
戒
名
は
日
蓮
宗
の
も
の
で
は
な
い
。

と
す
る
と
、︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
こ
と
「
月
窓
院
凉
雲
信
士
」
と
「
随
縁
妙
持

信
女
」
と
は
、「
真
月
常
照
信
士
」
こ
と
︹
餅
屋
喜
三
郎
︺
の
子
ど
も
だ
っ
た
と

判
断
し
て
も
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
で
は
、「
円
日
妙
照
信
女
」
と
は
ど
ん
な
関
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係
に
あ
る
人
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
施
主
を
︹
ひ
た
ち
や
喜
三
郎
︺
が
お
こ

な
っ
て
い
る
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
と
文
化
六
年
（
一
八
〇
六
）
と
で
は

三
十
年
以
上
も
離
れ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
か
︹
餅
屋
喜
三
郎
︺
の
「
真
月
常
照
信

士
」
と
夫
婦
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
円
日
妙
照
信
女
」
に
関

し
て
は
ま
っ
た
く
推
測
の
手
が
か
り
も
な
い
が
、
い
ず
れ
︹
ひ
た
ち
や
喜
三
郎
︺

に
近
し
い
親
類
筋
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
家
の
先
祖
は
江
戸
時
代
の
中
頃
の
安
永
年
間
な
い
し

そ
れ
以
前
に
常
陸
の
国
か
ら
江
戸
に
出
て
き
て
餅
屋
と
営
ん
だ
喜
三
郎
と
い
う
人

物
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
喜
三
郎
の
家
系
は
、
の
ち
に
久
右

衛
門
の
二
男
萬
平
が
死
跡
相
続
人
と
な
る
猿
江
の
谷
崎
テ
ツ
の
方
に
継
が
れ
て

い
っ
た
が
、
潤
一
郎
・
精
二
に
つ
な
が
る
谷
崎
の
家
系
は
、
常
陸
屋
喜
三
郎
の
伯

母
の
「
随
縁
妙
持
信
女
」
か
ら
発
し
て
い
る
。
餅
屋
喜
三
郎
の
息
子
は
︹
ひ
た
ち

屋
喜
三
郎
︺
を
名
乗
り
、
何
の
商
売
を
営
ん
だ
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
亡
く
な
っ

た
と
き
に
は
院
号
の
七
文
字
の
戒
名
を
も
ら
え
る
ほ
ど
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。

一
方
、「
随
縁
妙
持
信
女
」
は
「
ひ
た
ち
屋
喜
三
郎
」︹
常
陸
屋
庄
七
父
︺
の
次

男
常
陸
屋
正
七
（
な
い
し
庄
七
）
を
跡
取
り
と
し
、︹
常
陸
屋
正
（
庄
）
七
︺
は

亡
く
な
る
と
き
に
は
や
は
り
院
号
の
七
文
字
の
戒
名
を
も
ら
え
る
ほ
ど
の
そ
こ
そ

こ
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
よ
う
だ
。︹
常
陸
屋
正
（
庄
）
七
︺
が
何
を
生
業
と
し

て
い
た
の
か
は
も
ち
ろ
ん
分
か
ら
な
い
が
、︹
常
陸
屋
正
七
︺
の
跡
取
り
息
子
は
、

︹
釜
屋
庄
七
︺
と
名
乗
っ
て
釜
職
人
と
な
り
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
院
号
の
九

文
字
の
戒
名
を
も
ら
う
ほ
ど
に
な
っ
た
。
先
ほ
ど
言
及
し
た
慈
眼
寺
の
檀
家
の
戸

別
カ
ー
ド
の
谷
崎
久
右
衛
門
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の
︹
釜
屋
庄
七
︺
の
「
善
徳
院
栄

福
日
往
信
士
」
と
そ
の
妻
の
「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」
か
ら
記
述
が
は
じ
ま
っ

て
い
る
。

そ
う
す
る
と
、
久
右
衛
門
の
戸
籍
に
「
父
」
と
記
さ
れ
て
い
た
富
島
町
谷
崎
粂

吉
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
谷
崎
家
の
先
祖
が
常
陸
か

ら
出
て
き
た
の
は
疑
い
な
い
よ
う
だ
が
、
す
る
と
、
祖
父
か
ら
母
が
聞
い
た
と
い

う
「
祖
父
か
ら
三
四
代
、
或
ひ
は
五
六
代
前
に
、
私
の
先
祖
は
近
江
か
ら
来
た
」

と
い
う
「
私
の
姓
の
こ
と
」
の
記
述
は
誤
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
石
川
が
「
谷
崎
潤

一
郎
の
生
い
立
ち
」
に
記
し
た
慈
眼
寺
の
点
鬼
簿
に
あ
る
と
い
う
「
酒
ヤ
粂
吉
」

は
、
ひ
と
通
り
私
が
確
認
し
た
か
ぎ
り
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
石

川
は
こ
れ
を
ど
こ
か
ら
引
い
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
き
わ
め
て
重
要

な
、
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
物
故
者
の
記
録
は
慈
眼
寺
の
過
去
帳
と
一
致
し
て
る

の
で
、
ま
さ
か
戸
籍
の
記
述
に
誤
り
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
ち
ょ
っ

と
視
点
を
変
え
て
、
戸
籍
に
記
さ
れ
た
久
右
衛
門
サ
イ
ド
の
記
述
か
ら
慈
眼
寺
の

過
去
帳
と
の
関
連
を
追
っ
て
み
た
い
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
久
右
衛
門
は
一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
︹
真
名
鶴
屋
久
右
ヱ
門
︺
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
戸
籍

上
は
一
八
八
四
（
明
治
十
六
）
年
に
「
熊
」
か
ら
「
久
右
衛
門
」
へ
の
改
名
届
け

が
出
さ
れ
て
い
る
。
石
川
は
、
改
名
前
の
名
を
「
熊
右
衛
門
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
久
右
衛
門
の
「
久
」
の
字
の
真
横
に
「
熊
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、

「
久
」
を
「
熊
」
に
入
れ
換
え
た
も
の
と
判
断
し
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
が
、
小
瀧
穆
・
綾
部
瓔
子
編
「
谷
崎
潤
一
郎
年
譜
」（﹃
文
芸
読
本　

谷
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崎
潤
一
郎
﹄
所
収
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
）
で
は
、「
熊
」
か
ら
「
久

右
衛
門
」
へ
改
名
し
た
と
し
て
い
る
。
私
も
そ
う
判
断
し
て
い
い
と
思
う
。
生
後

三
日
で
亡
く
な
っ
た
、
倉
五
郎
と
セ
キ
の
長
男
を
「
熊
吉
」
と
名
付
け
た
の
も
、

祖
父
の
幼
名
を
踏
襲
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
久
右
衛
門
は
自
分
の
長
男
に
「
庄

七
」
と
名
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
︹
常
陸
屋
正
七
（
庄
七
）︺、︹
釜

屋
庄
七
︺
を
意
識
し
た
命
名
で
あ
る
。
自
分
は
庄
七
の
名
を
名
乗
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
の
跡
継
ぎ
に
は
代
々
の
家
の
名
を
継
が
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
庄
七
は
祖
父
の
初
代
久
右
衛
門
が
歿
す
る
と
す
ぐ
に
改
名
し
て
、

二
代
目
の
久
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
る
。

慈
眼
寺
で
管
理
さ
れ
て
い
る
檀
家
の
カ
ー
ド
で
は
、
最
初
に
「
善
徳
院
栄
福
日

往
信
士
」
と
「
修
徳
院
妙
善
日
栄
信
女
」
と
が
並
ん
で
記
入
さ
れ
て
、
次
に
「
智

明
院
法
梧
日
栄
居
士
」
が
初
代
谷
崎
久
右
衛
門
と
記
入
さ
れ
、
そ
の
後
に
妻
フ
ク

の
「
智
徳
院
妙
理
日
応
大
姉
」
の
戒
名
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
二
代
目
久
右
衛
門
の

「
明
了
院
法
日
融
信
士
」
以
下
の
戒
名
が
つ
づ
い
て
い
る
。
久
右
衛
門
が
戸
籍
に

は
富
島
町
谷
崎
粂
吉
の
長
男
と
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
久
右
衛
門

と
︹
釜
屋
庄
七
︺
と
は
血
の
つ
な
が
り
が
な
く
、
久
右
衛
門
が
︹
釜
屋
庄
七
︺
の

家
へ
養
子
と
し
て
入
っ
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
が
、
も
し
久
右

衛
門
が
養
子
だ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
潤
一
郎
た
ち
に
も
何
か
し
ら
そ
う
し
た
情

報
は
伝
え
ら
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の

は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。

久
右
衛
門
が
維
新
の
際
に
釜
六
を
守
っ
て
、
世
間
が
静
ま
っ
た
あ
と
に
主
人
に

店
を
返
し
て
、
そ
の
後
に
百
両
で
霊
岸
島
の
真
鶴
館
と
い
う
旅
館
を
買
い
取
っ
て

経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
久
右
衛
門
が
自
分
の
生
い
育
っ
た
富

島
町
が
霊
岸
島
の
な
か
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
久
右
衛
門
が
土
地
勘
が
あ

る
自
分
の
生
育
の
地
へ
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。︹
釜
屋
庄
七
︺
は
深

川
の
釜
屋
堀
近
辺
に
住
居
を
構
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
霊
岸
島
と
は
か
か
わ
り

が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
久
右
衛
門
は
幼
少
期
を
富
島
町
に
過
ご

し
た
可
能
性
が
高
く
、
富
島
町
の
谷
崎
粂
吉
は
長
男
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て

久
右
衛
門
を
養
子
と
し
て
手
放
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
戸
籍
に
あ
る
富
島
町
の
谷
崎
粂
吉
の
家
系
と
︹
釜
屋
庄
七
︺
の
谷
崎
家
と

は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
久
右
衛
門
の
二
男
の
谷
崎
萬
平

が
、
谷
崎
テ
ツ
の
死
跡
相
続
を
し
た
よ
う
に
何
ら
か
の
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
同
じ
谷
崎
姓
で
あ
っ
て
も
、
出
身
が
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
て
、

粂
吉
の
家
系
の
先
祖
が
近
江
か
ら
移
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
江
戸
期
に
お
い
て
餅
屋
や
釜
職
人
が
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、「
谷
崎
」
の
姓
を
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
名
乗
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
平
民
が
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
は
一

八
七
〇
（
明
治
三
）
年
の
平
民
苗
字
許
可
令
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
だ
が
、
一
八
七

五
（
明
治
八
）
年
に
は
平
民
苗
字
必
称
義
務
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
谷
崎
」
と

い
う
姓
の
由
来
も
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
、
久
右
衛
門
の
妻
フ

ク
が
「
士
族
」
の
加
藤
姓
か
ら
嫁
い
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
久
右
衛
門
が

養
子
だ
っ
た
と
し
て
も
婿
養
子
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
新
し
い
資
料
が
出
て
こ
な
い
か
ぎ
り
は
、
解
明
し
得

な
い
謎
と
し
て
残
る
け
れ
ど
、︹
釜
屋
庄
七
︺
に
つ
な
が
る
谷
崎
家
の
先
祖
が
近
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谷
崎
家
の
先
祖
は
ほ
ん
と
う
に
近
江
か
ら
来
た
の
か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
「
私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

江
で
は
な
く
、
常
陸
か
ら
出
て
き
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
私
の
姓
の
こ
と
」
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
蒲
生
氏
郷
の
家
臣
の

谷
崎
忠
右
衛
門
は
、
奥
州
仕
置
で
氏
郷
が
会
津
の
転
封
し
た
際
に
は
、
氏
郷
に

従
っ
て
奥
州
へ
ゆ
き
、
や
が
て
奥
州
小
浜
城
の
城
主
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

蒲
生
家
は
一
六
三
四
（
寛
永
十
一
）
年
に
跡
継
が
な
く
て
断
絶
し
、
家
臣
は
散
り

散
り
に
な
っ
た
と
い
う
。「
或
る
者
は
他
家
に
仕
へ
、
或
る
者
は
祖
先
の
旧
縁
の

地
な
る
江
州
日
野
の
附
近
に
帰
つ
て
農
業
に
就
い
た
」
と
い
い
、
自
分
の
先
祖
が

こ
の
日
野
の
地
か
ら
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
谷
崎
は
想
像
す
る
が
、
忠
右
衛

門
の
子
孫
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
常
陸
に
土
着
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

ま
た
野
村
尚
吾
の
﹃
伝
記
谷
崎
潤
一
郎
﹄
に
は
、
久
右
衛
門
の
長
男
庄
七
の
ほ

か
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
「
次
男
安
太
郎
は
元
直
参
の
加
藤
家
へ
、
三
男
清
三

郎
は
旧
幕
臣
の
長
谷
川
家
へ
養
子
と
な
り
（
い
ず
れ
も
活
版
所
の
使
用
人
だ
っ

た
）、
四
男
万
平
は
里
子
に
や
ら
れ
て
、
三
人
と
も
「
虐
待
さ
れ
た
」
わ
け
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
野

村
が
﹃
伝
記
﹄
を
執
筆
し
た
当
時
、
い
ま
だ
存
命
だ
っ
た
親
類
縁
者
の
古
老
の
話

に
で
も
よ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
戸
籍
に
よ
れ
ば
萬
平
は
四
男
で
な
く
「
二

男
」
で
、
里
子
に
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
家
筋
の
谷
崎
テ
ツ
の
死
跡

相
続
人
と
な
っ
て
い
る
で
あ
る
。

萬
平
は
の
ち
に
猿
江
村
六
十
八
番
地
か
ら
江
戸
川
区
小
松
川
二
丁
目
に
転
居
し

て
い
る
が
、
倉
五
郎
と
セ
キ
の
三
女
伊
勢
、
四
女
末
（
須
恵
）
を
養
女
と
し
て
育

て
て
い
る
。
谷
崎
終
平
﹃
懐
し
き
人
　々

兄
潤
一
郎
と
そ
の
周
辺
﹄（
文
藝
春
秋
、

一
九
八
九
年
）
に
「
小
松
川
の
逆
井
橋
の
近
く
で
、
職
人
を
使
っ
て
井
戸
を
掘
る

仕
事
を
し
て
」
お
り
、
谷
崎
の
家
に
も
よ
く
訪
ね
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

萬
平
に
つ
い
て
は
林
伊
勢
﹃
兄
潤
一
郎
と
谷
崎
家
の
人
々
﹄（
九
藝
出
版　

一
九

七
八
年
）
に
詳
し
い
。
子
ど
も
好
き
の
萬
平
は
養
女
と
し
て
伊
勢
と
末
を
可
愛

が
っ
た
が
、
伊
勢
が
十
六
歳
の
と
き
に
土
地
の
料
亭
の
女
と
親
し
く
な
っ
て
、
そ

の
女
と
の
あ
い
だ
に
男
の
子
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
に
家
庭
は
崩
壊
し
て
、
一
九

一
九
年
（
大
正
八
）
年
に
兄
の
潤
一
郎
に
末
と
と
も
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。

ま
た
「
次
男
安
太
郎
」
と
あ
る
の
は
、
潤
一
郎
が
「
幼
少
時
代
」
を
執
筆
し
た

と
き
に
存
命
し
て
い
た
清
三
郎
が
末
弟
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
次
男
で
は
な
く
三

男
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
「
加
藤
家
」
へ
養
子
に
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戸
籍
に

久
右
衛
門
の
妻
フ
ク
が
「
箱
崎
町
二
丁
目
商
加
藤
三
次
郎
亡
姉
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
戸
籍
が
改
写
さ
れ
た
時
点
で
、
フ
ク
の
実
家
の
加
藤
家

は
両
親
も
そ
の
跡
継
ぎ
の
兄
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
安
太
郎
は
「
元

直
参
」
で
、
維
新
後
に
士
族
の
商
法
を
営
ん
だ
加
藤
家
を
相
続
す
る
た
め
に
出
さ

れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
谷
崎
精
二
の
「
父
母
の
事
」
に
語
ら
れ
た
「
祖

母
の
実
家
は
士
族
で
あ
っ
た
さ
う
だ
」
と
い
う
伝
聞
と
も
符
合
す
る
。「
三
男
清

三
郎
」
も
三
男
で
は
な
く
四
男
だ
っ
た
ろ
う
が
、
清
三
郎
が
養
子
に
出
さ
れ
た
長

谷
川
家
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。

長
谷
川
清
三
郎
が
谷
崎
久
右
衛
門
支
店
に
止
宿
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た

が
、
加
藤
家
の
も
の
も
谷
崎
活
版
所
に
勤
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
野
村
尚
吾
の

記
述
の
仕
方
に
は
、
何
や
ら
久
右
衛
門
が
自
分
の
使
用
人
に
子
ど
も
を
す
べ
て
養
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谷
崎
家
の
先
祖
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と
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江
か
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た
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か
　
―
谷
崎
潤
一
郎
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私
の
姓
の
こ
と
」
を
め
ぐ
っ
て
―
（
千
葉
）

子
に
出
し
て
厄
介
払
い
を
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
が
、
加
藤
家
が
妻

フ
ク
の
縁
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
逆
に
明
治
維
新
の
直
後

の
混
乱
の
な
か
で
久
右
衛
門
は
み
ず
か
ら
に
縁
故
の
あ
る
親
族
を
谷
崎
活
版
所
に

呼
び
集
め
て
職
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
嗣
子
の
な
い
家

に
、
自
分
の
子
ど
も
を
そ
の
跡
継
ぎ
に
し
て
谷
崎
家
の
勢
力
の
拡
大
を
図
る
と
い

う
の
が
久
右
衛
門
の
戦
略
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
幼
少
時
代
」
に
は
、「「
な
ぜ
お
祖
父
さ
ん
は
女
の
子
ば
か
り
大
切
に
し
て
、

男
の
子
を
他
人
に
く
れ
て
し
ま
つ
た
の
だ
ら
う
、
谷
崎
家
が
衰
微
し
た
の
は
あ
れ

が
原
因
な
の
だ
」
と
、
祖
母
は
折
節
ご
と
に
云
つ
て
ゐ
た
が
、
虐
待
さ
れ
た
三
人

の
男
の
子
た
ち
も
始
終
そ
れ
を
口
に
し
て
、
祖
母
や
母
な
ど
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し

た
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
滝
瓔
子
「
作
家
以
前
の
谷
崎
潤
一
郎
」（「
立
教

大
学
日
本
文
学
」
二
四
号　

一
九
七
〇
・
七
）
で
は
、「
幼
少
時
代
」
執
筆
の
た

め
に
下
調
べ
し
た
小
瀧
穆
の
ノ
ー
ト
（
小
滝
ノ
ー
ト
）
を
参
照
に
、「
養
子
に
や
っ

た
三
人
の
男
子
は
、
す
べ
て
先
方
の
嗣
子
と
な
っ
て
」
お
り
、「
久
右
衛
門
が
、

わ
ざ
わ
ざ
嗣
子
の
い
な
い
家
を
選
ん
で
養
子
に
出
し
た
、
つ
ま
り
徴
兵
養
子
に
出

し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
発
布
さ
れ
た

徴
兵
令
の
抜
け
穴
を
利
用
し
て
、
女
子
に
は
婿
を
と
っ
て
家
業
を
継
が
せ
、
男
子

は
長
男
を
残
し
て
外
の
子
は
嗣
子
に
な
る
よ
う
な
家
へ
縁
づ
け
た
と
い
う
の
だ
。

さ
ら
に
小
滝
は
、「
養
子
に
出
し
た
の
は
徴
兵
忌
避
の
為
で
あ
る
と
云
う
デ
ー

タ
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
、
小
滝
が
谷
崎
の
叔
父
長
谷
川
清
三
郎
か
ら
聴
い
た

談
話
で
あ
り
、「
幼
少
時
代
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
詳
し
く
報
告
し
た
の
だ
が
、

谷
崎
は
何
故
か
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
」
と
も
記
し
て
い
る
。
長
谷
川
清
三
郎

は
、
こ
の
文
章
の
最
初
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
自
分
が
養
子
に
出
さ
れ
た
こ
と
に

納
得
が
ゆ
か
ず
に
、「
谷
崎
家
ハ
小
生
ノ
実
家
ニ
テ
、
当
主
久
右
衛
門
ハ
実
兄
且

私
ノ
後
見
人
ナ
レ
バ
、
実
家
ノ
戸
籍
面
如
何
相
成
居
ル
ヤ
一
見
致
度
」
き
旨
を
願

い
出
た
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
談
話
の
信
憑
性
は
か
な
り
高
い
も
の

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

谷
崎
家
が
衰
微
し
て
い
っ
た
に
つ
い
て
は
、
二
代
目
久
右
衛
門
の
例
に
よ
っ
て

も
分
か
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
資
質
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
久

右
衛
門
自
身
が
養
子
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
を
養
子
に
出
す
こ

と
も
さ
ほ
ど
抵
抗
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
世
間
を
生
き
抜
い
て
ゆ
く
た
め
に
は

養
家
の
境
遇
よ
り
も
、
自
分
の
才
覚
ひ
と
つ
で
あ
る
と
の
思
い
も
強
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
か
れ
と
思
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
用
意
し

た
の
だ
ろ
う
が
、
久
右
衛
門
の
思
惑
ど
お
り
に
子
ど
も
た
ち
が
自
分
た
ち
で
自
己

の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
久
右
衛
門
の
戦

略
は
功
を
奏
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
文
学
史
に
不
朽
の
名
を
残

す
文
学
者
の
兄
弟
を
輩
出
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
を
補
っ
て
あ
ま
り
あ
る
も
の
だ
っ

た
と
は
い
え
ま
い
か
。

付
記本

稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
慈
眼
寺
の
住
職
の
篠
原
智
髙
氏
に
一
方
な
ら
ぬ
お
世

話
に
な
っ
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。


